
【診療科(部)の特色】 

当講座は、呼吸器と感染症の２つの領域から成り、しかも若年者から高齢者、急性から慢性、common disease から専

門領域までの疾患を広くカバーできます。つまり、臨床の基礎を学びながらも、専門家としての腕を磨くことができ

るのが当科の特色です。更には、この広い領域を対象として臨床家としての違和感から生み出される様々な問いに対

する答えを導き出すための創造的な研究を展開することが可能です。よって、当講座では臨床から研究まで、将来の

医療に貢献できる人材を育成できます。 

【研修内容】 

主に入院症例の担当医として、診断・病態・治療について学び全人的な診療の姿勢を身につけてほしいと考えていま

す。チームでの診療が基本です。毎朝回診を通じて身体診察やプレゼンテーションのトレーニング、検査の解釈、方針

の確認など、上級医から指導を受けながらディスカッションを行います。また重要な治療方針の決定などは、科全体

のカンファレンスで議論しており、そこも十分な準備の上でプレゼンテーションを行ってもらいます。立場の上下関

係なく意見を言い合えるのが当科の魅力であり、学びの場となっております。 

疾患としては肺癌、呼吸器感染症、COPD・喘息などの閉塞性肺疾患、びまん性肺疾患など、また急性期から慢性期ま

で多岐にわたり他科とも連携を取りながら診療にあたることが多く、呼吸器内科以外の科を志望している方も違った

視点で学んでいただけると思います。 

当科はやはり扱う疾患の特性上、高齢の患者さんが多いのが特

徴です。Advance Care Planning（ACP）についても患者さん、

ご家族とも十分話し合いが必要となりますが、そのような場面

も一緒に経験し、学んでくれればと思います。 

重要なのは、いかに『主治医感』を持って研修にあたるかです。 

当科での研修を心からお待ちしております。 

【研修目標】 

当科が対象とする疾患は前述の通り気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、胸部悪性腫瘍、間質性肺疾患、肺循環

障害、睡眠呼吸障害、 呼吸器感染症と非常に幅が広いです。 

当科が得意とする精密呼吸機能検査では、スパイロメトリーのほか、呼気中一酸化窒素測定、モストグラフなど、最先

端の診断技術を駆使し多角的に呼吸機能を評価できるようになります。 

当科での研修では胸部 X 線写真、胸部 CT、採血の生化学データ、呼吸機能検査などの生理データを論理的かつ複合的

に組み合わせて診断することが目標とします。 

呼吸器病態学は大変幅広い領域ですが、大学病院では高い専門性と幅広い患者層から網羅的に症例を経験することが

可能で当科指導医がマンツーマンで指導を行います。 

呼吸器内科は他の診療科との接点も非常に多いため、他科を志す医師にとっても呼吸器内科での研修は将来必ず役に

立つと機会となるでしょう。 

【研修 1 週間スケジュール例】 

  午前 午後 

月曜日 抄読会、病棟診療 気管支鏡検査 

火曜日 病棟診療 教授回診、新患カンファレンス 

水曜日 病棟診療 気管支鏡検査、胸部カンファレンス 

木曜日 病棟診療 病棟業務 

金曜日 病棟診療 気管支鏡検査 
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【指導医からのコメント 山路先生（2010 年卒業） 】 

呼吸器内科の診療領域は、喘息・COPD、感染症、癌、SAS など幅広いので、自分の興味のある疾患を専門にす

ることができます。また、当科の研究は臨床に根ざした clinical question からの論文が多く、臨床ガイドライン

にも掲載されています。日本・世界の臨床ガイドラインの基礎になる臨床研究を一緒にしていきましょう。 

 

【先輩(若手医師)からのコメント】 

久本先生（2019 年卒業） 

呼吸器内科の魅力は、病歴や画像所見などから鑑別疾患を絞っていき、気管

支鏡検査を行い診断・治療に結びつくところです。気管支喘息や COPD と

いうコモンな疾患から、間質性肺炎や肺癌や感染症などの幅広い領域を対象

としており、飽きることがありません。山口大学呼吸器・感染症内科はまだ

新しい医局であるため、若手の意見も反映してもらえるアットホームな医局

です。興味のある方は、ぜひ遊びに来てください。 

 

山本先生（2019 年卒業） 

ひとえに呼吸器疾患と言ってもその原因は様々です。感染症、良性疾患から悪性疾患ま

で多岐にわたる分野を相手に診療ができるということを魅力に感じ、呼吸器内科の道

を選びました。 

私が研修医として 2 年間過ごした病院には呼吸器内科がなく、呼吸器診療の知識が全

くないに等しい状態で入局させていただきましたが、指導医や先輩方の手厚いサポー

トのもと、専攻医として、そして駆け出しの呼吸器内科医として、大変有意義な時間を

過ごしています。風通しのよさ、見通しのよさも当医局の良いところだと思います。研

修医の受け入れも積極的に行っておりますので、興味のある方がいらっしゃれば是非

お声かけ下さい。 

 

【お問い合わせ先】 

山口大学医学部附属病院 呼吸器感染症内科医局平野 綱彦（医局長） 

Tel：0836-85-3123 E-mail：kokyuki@yamaguchi-u.ac.jp Website：http://www.kokyuki.med.yamaguchi-u.ac.jp 
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